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※章末問題で理解度をチェック

研修医：医師国家試験に合格して研修医になったばかり．
医学部で栄養療法の勉強をしたことがないので，栄養の知識は必要
ないと思っている．

しみず：7年目の内科医．
現場に出てから栄養の奥の深さを知り，本気になって栄養療法に取
り組みはじめた．あの手この手を使いながら研修医をその気にさせ
ようとしている．
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各章ごとに章末問題を掲載しています．本文で特に覚えて欲しい部分を問題形式で聞
いています．ぱっと答えられない場合は当該箇所を読み返してみてください．すべて
頭に入っている人ならその章の内容はバッチリです．次に進みましょう．


